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森林総合研究所と森林保険センターの連携事業の趣旨

森林保険センター
所長 馬場 敏郎

森林保険は、森林保険法に基づき、森林についての火災、気象災（風害、水害、雪害、干
害、凍害、潮害）、噴火災による損害を総合的に補償する保険です。森林所有者自らが災
害に備える唯一のセーフティネットとして、林業経営の安定、被災地の早期復旧による森
林の多面的機能の発揮に大きな役割を果たしています。
平成 27 年 4 月に林野庁から（国研）森林総合研究所（現（国研）森林研究・整備機構）
森林保険センターに森林国営保険事業が移管され、現在の制度となりました。森林保険セ
ンター発足当時、森林保険の運営について検討を行う中で、科学的知見に基づく精度の高
い分析により気象害リスクの評価精度を高めること等を目的に、同じ組織内の森林総合研
究所と森林保険センターの連携事業として「森林気象害のリスク評価手法に関する研究」
を平成 27 年度から 5 年間の計画で立ち上げ、火災・雪害・風害等について重点的に研究
を進めたところです。
令和 2 年度からは、それまでの成果を踏まえ、干害や凍害等についての基礎研究や得られ
たリスク評価手法の実用化を行うための研究等を実施してきたところであり、今回のシン
ポジウムでその成果について発表させていただきます。
また、連携事業を行う中で、ハンドブック「写真でみる林木の気象害と判定法」の刊行やド
ローン写真を活用した損害調査方法の実用化など損害調査業務の高度化・簡素化に対する
成果も得られており、リスクマップについては、森林保険の加入促進への活用に向けた取り
組みを進めています。

林木の形状比による雪害リスクの変化（赤い程リスクが高い）

形状比 : 80（被害を受けやすい） 形状比 : 70 （被害を受けにくい）
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1. プロジェクト成果の位置づけ
森林総合研究所 森林災害･被害研究拠点

拠点長 鈴木 覚

気象害の発生推移と将来予測

気象害の発生状況は森林の状態を反映しています。過去から現在までの気象害の発生状況
から何が読み取れるでしょうか。そして将来どうなるでしょうか、口頭２でご紹介します。

干害リスクマップを作成

生理的被害である干害のリスクを環境条件から評価する工夫を、口頭 3－（1）,（2）でご紹
介します。これにより、風害、雪害、林野火災、干害のリスクマップが揃いました（ポスタ
ー11）。また、苗木の生死がわかる簡便な判定技術をご紹介します（ポスター8）。

リスク評価の新たな切り口

施業と風害は密接に関係しています。新開発の手法で間伐が風害リスクへ及ぼす影響を評
価しました（口頭４）。林野火災の発生は森林の成長とどのような関係があるでしょうか。
また延焼リスクを調べる実験方法とは。これらについてポスター6，7 でご紹介します。

被害を調べる

現地調査の労力軽減のために様々な技術が活用できます。衛星データの活用を口頭５、ドロ
ーンの活用をポスター10、デジタルデバイスの活用をポスター9 でご紹介します。

口頭発表概要
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2．気象害のリスクの変化 ～過去から現在、将来にかけて～

森林総合研究所 森林防災研究領域
主任研究員 勝島 隆史

過去から現在までの気象害の発生状況の変遷

森林保険の損害てん補データによると、1961 年度から 2023 年度までの過去 63 年間の日本
全国の 1 年間の 1ha あたりにおける損害の平均発生確率は、林野火災、干害、凍害、水害
が減少しています。また、平均損害額では風害、雪害、水害が増加しています。これらは林
木の成長による齢級構成の変化を反映していると思われます。今後再造林を推進すると、林
野火災、干害、凍害、水害の被害発生が再び増加する可能性があります。

強風と着雪への気候変動の影響は？（将来のリスク変化）

将来気候において、風害や雪害の発生の引き金となる強風や着雪の発生状況を推定しまし
た。30 年に 1 度の発生頻度に相当する極端風速は、4℃上昇した将来では現在の気候と比較
して西日本と関東の一部で 1.1 倍、頻度は 2～2.5 倍に増加すると推定されました。極端着
雪量は、本州の高標高地と道北で 1.05～1.15 倍、頻度は 1.5～2.5 倍に増加しますが、それ
以外の地域では、強度と頻度がともに大幅減少すると推定されました。リスクが今後増加す
る可能性がある地域では、気候変動に備えたリスク管理が重要になると思われます。

※ポスター１も併せてご覧ください。会場では、ポスター前にてご質問をお受けします。

３．干ばつと森林 ～どうやって枯れるのか、どこで枯れやすいのか～

（１）どこまで乾くと干害が発生するのか？

その生理メカニズムを探る

森林総合研究所 植物生態研究領域
樹木生理研究室長 飛田 博順

スギ苗木の土壌乾燥に対する応答の仕方は？枯死リスクを判定する指標は？

干害は、土壌乾燥により生じるため、植栽後数年の、まだ根が深くまで伸長できていない個
体で被害が多く発生します。ヒノキに比べて水の消費が多く、しおれやすいスギを対象に、
室内のポット苗を用いた実験で、土壌乾燥に対する生理的応答を調べました。土壌が乾燥す
ると、まず気孔を閉じて水分の損失を抑える反応を示しましたが、さらに乾燥が続くと脱水
が進み、生理的機能障害が発生しました。脱水程度、光合成系のストレス指標、細胞の壊れ
具合が、枯死リスクを判定する指標となることがわかりました。

スギ苗木の枯死リスクが高まる土壌乾燥程度は？

屋外の降雨遮断植栽試験により、干害による枯死リスクが高まる土壌乾燥閾値を調べまし
た。土壌の乾燥程度を示す指標の一つである、「永久しおれ点」以下まで乾燥が進むと、脱
水が徐々に進み、生理的閾値を超えて、枯死に至る個体が発生することがわかりました。

※ポスター２も併せてご覧ください。会場では、ポスター前にてご質問をお受けします。
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（２）どんな場所で干害が発生しやすいのか？

森林総合研究所 森林災害･被害研究拠点
主任研究員 岩﨑 健太

土壌水分に基づく干害リスク評価

口頭 3－（1）で提案された「土壌の永久しおれ点」を指標として、全国の干害リスクを推
定しました。従来の指標である無効降水（一定量以下の降水量）の連続期間に基づく推定で
は、実際には被害率が低い関東や東北太平洋側で高リスクと算出されました。一方、土壌の
厚さや保水性を考慮に入れ、永久しおれ点の連続期間を計算したところ、関東と東北の過大
評価が解消され、実際に被害が大きかった山口県で高リスクと算出されました。ただし、被
害分布と合っていない地域もまだ多く存在しました。

他に干害発生に影響する要因は？（森林保険データの統計解析）

被害発生数が多かった地域において、森林保険の損害データと契約データを用いて被害地
と無被害地を小班単位で特定し、立地の影響を統計解析しました。その結果、山口県では急
傾斜地、北海道北部では重粘土の分布する台地で干害が起こりやすい結果が得られました。

全国リスクマップの作成

全国を 20km メッシュに分割し、被害率（2012~21 年）と説明変数（北海道：民有林に占め
る重粘土台地の割合、北海道以外：永久しおれ点以下の連続日数・平均傾斜・主要樹種）の
関係から、干害リスクマップを作成しました。解析に使わなかった 1978 年～2014 年の都
道府県ごとの被害率と比べても、妥当なリスクマップが得られました。

※ポスター3 も併せてご覧ください。会場では、ポスター前にてご質問をお受けします。

4．間伐によって風害リスクがどれだけ変わるか

森林総合研究所 森林災害･被害研究拠点
主任研究員 宮下 彩奈

間伐による風害リスクの変化を定量化するために

森林気象害の中でも風害は大きな割合を占めています。人工林において、間伐は風害リスク
の上昇につながることが知られており、どのような施業を行えばどれだけリスクが上昇す
るかを明らかにしていく必要があります。そこで、立木に作用する風荷重を計測しながら間
伐や林内木の伐採を行う試験を行いました。

林内木の風荷重の上昇と風害リスクマップへの反映

人工林で行った間伐試験では、本数 30％の間伐によって立木に作用する風荷重が最大約 1.5
倍になりました。また、林内木の伐採試験では風荷重が最大約 2 倍に増加しました。風荷重
が 1.5 倍になるということは、間伐したときに林内に吹き込む風の風速が 1.2 倍になること
に相当し、風害を受けるリスクが高まります。これらを反映した風害リスクマップを作成し
ました。

※ポスター４も併せてご覧ください。会場では、ポスター前にてご質問をお受けします。
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5．効率的な森林被害調査を衛星技術で支える

森林総合研究所 森林災害･被害研究拠点
チーム長 髙橋 正義

森林被害とリモートセンシング技術

保険契約をしている森林が台風や豪雨などの気象害や火災などの被害を受けた場合は、受
けた被害の程度に応じて保険金を支払うため、被害の状況を詳しく調べなければなりませ
ん。また、早期の保険金支払いには、被害を迅速に把握する必要があります。しかし、被害
を受けた森林は、根返りや幹折れなどの被害を受けた立木が乱立しており、立ち入るだけで
も大変危険です。また、大きな台風や豪雨によって広域の被害が発生した場合は、道路など
のインフラも被害を受けることが多く、森林へのアクセスも容易ではありません。衛星画像
などのリモートセンシング技術の活用により、安全かつ効率的に森林被害の調査を行うこ
とができることから、その仕組みや技術を紹介します。

Google Earth Engine を用いた広域の被害把握

衛星画像を使った森林被害地の推定には、高機能なコンピュータと解析ソフトウェアをも
ちいて様々な処理を行った画像解析が必要でした。衛星画像の巨大なデータベースとクラ
ウド上で解析処理を行うことが可能な Google Earth Engine（Google 社）を活用すること
で、任意の場所の森林被害推定が容易に行えるようになりました。

多様なプラットフォームを活用した被害調査法

衛星画像で推定した森林被害をより詳しく調べるには、無人航空機（ドローン）が役立ちま
す。森林保険のてん補調査では、2019 年からドローンの活用を始めました。一般に用いら
れる回転翼型ドローンや、より広域の調査を効率よく行うことのできる固定翼型のドロー
ンを使って効率よく調査することが可能になります。

※ポスター５も併せてご覧ください。会場では、ポスター前にてご質問をお受けします。
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